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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、CLILに基づいた指導のモデルを提案し、現場の教員がCLIL授業の参
考にできるような教材集を作成すること、およびCLILの指導法に関する教員養成プログラムモデルを進めていく
ことである。その結果、授業を通して、英語と文化体験、文化遺産について学ぶことを目指した実践を重ね、児
童・生徒に効果的なCLIL授業を行うことができた。また、教員研修会の指導助言・講師を通して、CLIL授業づく
りに興味・関心を抱く教員への支援ができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to propose a teaching model based on the 
CLIL Method, to gather CLIL teaching materials that teachers in the field can use as a reference, 
and to promote a teacher training program model for CLIL teachers. As a result, effective CLIL 
classes were performed for children and students aimed at learning about English, cultural heritage 
and gaining cultural experiences. In addition, teachers were given instruction and advice in 
creating CLIL classes through teacher training seminars.

研究分野：外国語教育

キーワード： CLIL　英語教育法　異文化理解　小中連携　伝統文化　伝統工芸
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研究成果の学術的意義や社会的意義
実践を積み重ねることで、日本の伝統工芸・伝統文化を扱ったCLILの授業づくりのモデルを示し、現場の教員が
CLIL授業を行う際の参考になるCLIL教材集を刊行することができた。また、CLIL教員養成に関して、CLILに対す
る現場の教員の期待や不安を明確にし、小中学校の教員が一人で指導できるようになるための、教員養成プログ
ラムモデルを構築することができた。本研究成果は小中学校における教科連携授業実践の資料の蓄積となり、ま
たCLILに興味・関心を抱く教員の助けとなり、社会的にも意義が深いと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

申請者は英語と異文化を繋いだ指導を通して、 生徒が外国の文化および日本の文化について

の理解を深めることの意義、それを教える教員がグローバルな視点を有していることの重要性

について考察してきた。英語はコミュニケーションのツールであり、外国人と接する中で、英

語で会話するだけでなく、日本文化を英語で発信できる力も同時に求められている。グローバ

ル社会において、英語を学ぶ目的は、単に英語力を身につけることではない。自国の文化（思

想、社会風習等を含む）を英語で発信でき、かつ他国の文化を理解し、それを受け入れようと

する寛容な態度を身につけることこそが求められている。そのような視点で英語教育を実施で

きる人材の育成が急務の課題である。 

本研究では英語を使って他教科を指導する教科連携の指導法である CLILに着目する。CLIL

とは、学習と教授において、第二言語と学習内容の両方に焦点が当てられた指導法である。し

かし、CLIL授業を小学校・中学校および社会教育として、取り組みを行っている例は少ない。

今後小学校英語が必修化していく中で、その実践法や効果の測定に関しての研究を進めていく

計画であった。 

 

２．研究の目的 

本研究では、以下の二つの目的で、英語と他教科を同時に扱う CLIL（内容言語統合型学習）

を活用した小中学校の学びを繋ぐモデルカリキュラムの構築をめざす。 

（1）CLILに基づいた指導を提案し、モデルカリキュラムを構築する。現場の教員が CLIL授

業を活用するにあたり、参考にできるような CLIL指導案集・教材集・CDを作成する。 

（2）（1）の成果をまとめ、近年注目されている CLIL をより効果的に広めるため、小中学校

の教員を対象に、自らの授業を振り返りながら、「往還型」で進めていく、CLILの指導法に関

する教員養成プログラムモデルを構築する。 

申請者はこれまで、米国の学校との英文手紙交換や CLILで藍染など、英語と異文化を繋いだ

指導を行ってきており、本研究の最終目的は、英語を通して異文化および自国の文化について

の理解を深めることのできる生徒を育成できる指導者養成をめざすことである。 

 

３．研究の方法 

本研究は、 2年間の計画で、以下の流れで行った。 

【29年度】 

（1）効果的な CLIL の実践法についてまとめるために、申請者がこれまでに取り組んできた

CLIL の実践、新しく取り組む授業実践についての効果検証を行うとともに、他の事例につ

いても、先駆的な取り組みを行っている国内外の学校や施設の訪問、研究会等での資料・情

報収集を行う。 

（2）それらの研究をもとに日本における CLIL授業の在り方を検討し、CLIL授業のモデルカ

リキュラムを構築する。 

【30年度】 

（1）1年目に作成したモデルカリキュラムを修正しながら授業を計画・実践する。 

（2）小中学校の教員と「往還型の教員養成」を行い、実践で得たデータを整理し、分析した

上で、教員研修プログラムモデルの構築をめざす。研究成果は国内学会、国際学会での発表

を行うとともに、CLIL指導案集・教材集・CDを作成し、現場の教員に広く公表する。 

 



４．研究成果 

目的に沿って、2年間で、小学校 2校、中学校 2校、学童保育 1校(2回)、大学 1校において

CLIL 授業実践を行った。それぞれの学校の教員とともに、日本の伝統文化・伝統工芸に着目

し、授業を通して英語と文化体験、文化遺産について学ぶことを目指した実践を重ねた。 

 

(1)国内外の CLIL実践の実態把握および実践の視察 

 2018年夏に訪問した、CLILを実践している教育機関について、以下の２校について記す。 

Washington Middle School 

 公立の中学校であるこのワシントン中学校では、

日系の教員による日本文化についての授業が行わ

れていた（図１）。この授業では、日本について学

ぶことがねらいであるが、同時に日本語と英語の

スキルも上達させることも目標にしている CLIL

の授業のひとつである。内容は、日本の言葉、習

慣、教育制度、政治と幅広い。授業では、俳句に

ついて概要と歴史を学び、実際に自分で俳句を作

成するというものであった。生徒達は難しいなが

らも熱心に取り組んでいた。 

Mckinley High School 

 公立高校であるマッキンリー高校では、外国語の授業が卒業要件の一つになっているため、

全ての生徒が第二外国語を学んでいる。ここではスペイン語と日本語は人気がある。日本の外

国語授業と比較すると、授業の目標やコンセプトが大きく違う。日本では、英語の授業のゴー

ルは、英語が聞ける、書けるといったスキルの習得が中心で、言語の背景にある文化に少し触

れながら指導していくことが多い。この授業では、まず、その言語が話されている国について

広く学ぶことから始まる。地図、生活様式、食生活、衣生活といった文化全般を学びながら、

しだいに語学を身に付けていくといった流れである。内容重視であり、語学は、それらを身に

付けるためのツールである。これも文化と言語を統合して学ぶ CLILの形態であるといえる。 

 また、CLIL は主にヨーロッパ各国で普及しており、スペイン、ノルウェー、フランス、フ

ィンランドなどの実践について、文献資料やインタビュー資料を中心に調査を行った。 

 

(2)CLIL授業のモデルカリキュラムを作成し、実際に授業で実践を行う。 

 本研究の核となる CLIL授業実践は、6授業実施した。 

・公立小学校５、６年生「CLILで奈良うちわづくりを体験」 

・公立小学校６年生「CLILで名画の鑑賞と和紙のちぎり絵」 

・公立小学校６年生、中学校１年生「CLILで藍染を体験」 

・公立中学校２年生「CLILでバスケットボール」 

・公立小学校学童保育「CLILで理科（水と色の実験）」 

・公立小学校学童保育「CLILで折り紙」「英語絵本」 

図 2 は、奈良県の公立小学校で、奈良うちわという伝統工

芸品について、歴史や製造方法、後継者不足という課題など様々な観点から迫り、実際に児童

が奈良うちわづくりを体験する授業である。授業は全て英語で進められたが、児童は、英語で

話されていることをそれほど気に留めることなく、自然に授業に参加できたということがわか

図１ 日本語と日本文化の授業教材例 

図 2奈良うちわの授業の様子 



った。 

図 3は、大阪の公立小学校で、名画の鑑賞と和紙のちぎり絵を行った授業の事後アンケート

に記述されたことばを共起ネットワークで表したものである。児童が「英語」で「和紙」の「絵」

に取り組む「授業」が「楽しい」と感じている。また、「発音」や「説明」を聞いて「学ぶ」こ

とや、「色」や「名前」を「勉強」することを「楽しむ」という感想を持った児童がいたことが

わかる。グループ活動についてみてみると、「班」で「興味」のある絵を「協力」して表現でき

たと読み取れる。さらに、児童が「中学校」へ上がるのが「楽しみ」と感じていることもわか

り、本授業の指導者が中学校から小学校へ出前授業で行っていることもあって、小中連携にも

良い影響を及ぼしているといえる。これらの実践をとおして、児童・生徒らは、これまであま

り気に留めてこなかった身近な日本の伝統文化・伝統工芸に対する興味を持ち、また、英語で

学習することで、児童・生徒らの英語学習に対する意欲や意識の変容も見られた。授業づくり

の観点から、伝統工芸・伝統文化を扱った CLILの授業づくりのモデルを示すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 事後アンケートの結果の共起ネットワーク図（授業の感想） 

 

 (3)小中学校の教員へのサポートと教員養成プログラムモデルの構築 

教員へのサポートとして、複数回の小学校の授業研究の指導助言、英語研修会の講師を通し

て、小中学校の教員が一人で CLIL授業を行うことができるよう、往還型でサポートを行った。

右の図 4は、研修会で教員が作成した音韻認識を意識させるための絵本の例である。教員らが、

英語で授業を進めることの実践をするだけでなく、なぜそれが必要

なのかという理論も意識することに繋がった。 

また、CLIL教員養成に関して、現場の教員の期待や不安を明確に

し、一人で指導できるようになるための教員養成プログラムモデル

を構築するため、CLIL経験のある 9名の教員にインタビュー調査を

行い、論文にまとめた。表 1 は、インタビューデータを切片化し、

SCAT分析の手法で、質的に分析したものである。調査からは以下の

まとめが得られ、これらをもとに、どのように教員養成を進めてい

くべきか検討することができた。 

図4教員研修会での作
品例文頭や語尾に同
じ音を配置している 
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What is your opinion of the effectiveness of CLIL and the problems
students and teachers face with CLIL lessons?

【Student's outcomes and issues】

2 E
Children are listening carefully to what they will do today. They are
listening as well as they do in other classes. My students are thinking  "I
must listen properly."

listening well
as in other classes listen

pay attention
listening
attitude

Listen to someone
carefully

12 J

Students who are good at physical education enjoy P.E. classes, bu
students who are not good at exercising also enjoyed the CLIL lesson.
Usually the two groups do not get the same enjoyment out of a P.E.
lesson, but I felt that the CLIL P.E. lesson was effective for both groups.

both groups were effective

Academic
ability,
memory,
exercise

effective for
everyone

utilize everyone's
strengths

17 H
The response was beyond expectation and was interesting. The number of
questions asked by the students increased.

The number of questions
in the class has increased

motivation learn more
energetic
atmosphere

【Teacher's outcomes and issues】

19 E
I became able to plan classes constructively.
I noticed that I did the same thing in other classes. I do not think there
was any difference because I was doing CLIL.

planned classes
constructively
did the same thing in
other classes

class
management
teaching plan

lesson plan
no difference from
other lessons

24 J

Although Teacher Talk was not difficult if prepared enough, it was
difficult for me to answer in English when asked a question. I had not
prepared for. I thought that a teacher who could respond flexibly would
be successful.

type that can respond
flexibly

flexible
English
proficiency

communication
skills

flexibility

26 H
I can sols learn the content and teaching method of other subjects. That
was helpful. Learning, knowledge and interest expanded.

teaching methods.
That was helpful.

Teaching
methods of
other subjects

 learning,
interests,
knowledge

Learn from other
subjects

・一人で全て行う不安がある。➡複数で取り組むと良い。 

・小学校や英語科以外の教員は英語力に関する不安を抱えている。➡英語が得意でなくても、

授業で使う英語を想定した練習で、自信を持って臨むことができるのではないか。 

・他教科の教員とのコミュニケーションが大切。 

表 1 教員インタビューの SCAT分析の一部 

 

(4)CLIL教材集の作成・出版 

本研究では、授業実践に加えて、これまでの研究成果をまとめ、現場の教員が CLIL授業を

行う際の参考になる CLIL 教材集を刊行することを目的にしており、大修館書店より、2019

年夏に出版されることが決定している。 
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